
　コンクリート構造物に生じる劣化機構の多くには水が影
響しているため，コンクリート中における水の挙動を知る
ことは構造物の良好な維持管理に極めて有効です。本研究
では，水分センサーを埋設したコンクリート試験体を用い
た種々の実験から，水結合材比による水分浸透抵抗性の違
いを示すとともに，良質な養生を行うことで水分浸透抵抗
性が大きく高まること，フライアッシュを混和したコンク
リートでは十分に養生をすることで普通ポルトランドセメ
ントのみを用いたコンクリートよりも水が浸透しにくくな
ることを明らかにしました。さらに，コンクリートと断面
修復材との界面における水分浸透性は，断面修復材施工前

コンクリート表層ならびにコンクリートと  
補修材との界面における水分移動
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の下地処理方法
によって大きく
異なり，プライ
マーを用いるこ
とで水分浸透抵
抗性が高くなる
こと，ただし電
動ピックではつ
り取った際には
母材コンクリー
トへの微細ひび
割れに起因するとみられる水分移動抵抗性の低下がみられ
ることを明らかにしました。

4
5
6
7
8
9

－1 0 1 2 3 4 5 6 7

内
部
含
水
率（
%
）

浸漬日数（日）

深さ10mm
30mm

70mm
50mm

水分センサー

水分浸透


